
お客様メモ

購入日 平成 年 月 日

購入店

本冊子には再生紙を使用しています。

 和同産業株式会社
この登録マークは製品またはサービス
そのものを保証するものではありません。

〒０２５－００３５ 岩手県花巻市実相寺４１０番地

 TEL ０１９８－２４－３２２１　FAX ０１９８－４１－１２２１

〒０２５－００３５ 岩手県花巻市実相寺４１０番地

 TEL ０１９８－２４－３２２１　FAX ０１９８－４１－１２２１

〒３８１－２２０７ 長野県長野市大橋南２丁目１９番地

 TEL ０２６－２８５－０８８５　FAX ０２６－２８５－０８８７

〒０６８－０８５２ 北海道岩見沢市大和 2条 3丁目 9番地

 TEL ０１２６－２２－６２２１　FAX ０１２６－３２－２１６２

〒７１０－０８３７ 岡山県倉敷市沖新町５番地８号

 TEL ０８６－４２６－００５０　FAX ０８６－４２６－０１００

URL ／ https://www.wadosng.jp/

本 社

花巻営業所

長野営業所

岩見沢営業所

岡山出張所

91906-G21-000

2017 年 2 月



　当製品を安全に、また正しくお使いいただくために必ず本

取扱説明書をお読みください。誤った使い方をすると、事故

を引き起こすおそれがあります。

お読みになった後も必ず製品に近接して保存してください。

！

取扱説明書

ビーンハーベスター
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　１．警告ラベルの貼付位置

79922-G23-000
デバイダ警告ラベル

79922-G18-001
刈刃交換危険ラベル

91193-009
飛散物危険ラベル

91194-009
刈刃警告ラベル

91195-010
カバー注意ラベル

91195-010
カバー注意ラベル
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　１．警告ラベルの貼付位置

91193-009
飛散物危険ラベル

91195-008
取扱説明書注意ラベル

KW56256AA
コーションラベル
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　２．各部の名称と取扱い要領

前

左

右

後
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　２．各部の名称と取扱い要領

エンジン始動グリップ（Ｐ２０）

エンジンスイッチ（Ｐ２０）

＜エンジン後側＞
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　２．各部の名称と取扱い要領

ＯＮ ＯＦＦ

エンジン始動グリップ
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　２．各部の名称と取扱い要領
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　３．運転前の準備・点検

燃料給油キャップ、給油口

油面計
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　４．エンジンの始動・停止のしかた

燃料コックレバー

開

チョークレバー
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　４．エンジンの始動・停止のしかた

ＯＮ

エンジンスイッチ

エンジン始動グリップ

引く

チョークレバー
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　４．エンジンの始動・停止のしかた

ＯＦＦ

燃料コックレバー

閉

エンジンスイッチ
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　５．運転操作のしかた

ＯＦＦ

エンジンスイッチ
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　５．運転操作のしかた
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　５．運転操作のしかた
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　６．点検・整備について

項目 毎日（作業前） ２５時間 ５０時間 １００時間 ３００時間

各部の点検と締め付け点検 ○

エンジンオイルの点検 ○

エンジンオイルの交換 初回 ○

燃料パイプの漏れや取り付けの点検 ○

燃料ろ過カップの清掃 ○

エアクリーナのろ過部の清掃 （ほこりが多い場
所での使用時） ○

点火プラグの清掃と調節 ○

走行ミッションオイルの点検 ○

走行ミッションオイルの交換 初回 ○

作業部１次ミッションオイルの点検 ○

作業部１次ミッションオイルの交換 初回 ○

作業部２次ミッションオイルの点検 ○

作業部２次ミッションオイルの交換 初回 ○

刈刃の点検 ○

各部の注油 ○

各ベルトの調節 （必要時）

搬送ベルト・ローラチェンの張り出し （必要時）

燃料の抜き取り （１ヶ月以上使用しない場合）

燃焼室カーボン落とし ●

バルブ隙間の点検・調整 ●

燃料パイプの交換 ３年毎（但し必要に応じて）

●の項目は適切な工具と整備技術を必要としますので、お買い上げの販売店に依頼してください。
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　６．点検・整備について

１．オイルゲージ、排油ボルトを外してオイル
　　を抜きます。
２．オイルを抜き終わったら、排油ボルトを確
　　実に締め付けます。
３．正規油面まで新しいオイルを注入します。
４．注入後、オイルゲージをゆるまないように
　　確実に締め付けます。

　本機を水平状態にし、オイルゲージを外し、
正規油面までオイルがあるか点検してください。
不足している場合は新しいオイルを補給してく
ださい。
汚れや変色が著しい場合は交換してください。

 ・オイルゲージ、排油ボルトは確実に締め付けてくだ
　さい。締付けがゆるいとオイルがにじみ出ることが
　あります。

カバーを外して清掃してください。

ろ過部の汚れがひどいとき、および、オイル分が
なく乾いているときは、白灯油で洗浄後、エンジ
ンオイルに浸し、固く絞ってから取り付けます。
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　６．点検・整備について

１．燃料ろ過カップ内に水やゴミがたまっていな
　　いかを確認します。
２．水やゴミがたまっているときは、燃料コック
　　レバーを「閉」位置にし、燃料ろ過カップを
　　外します。

３．カップ内の水やゴミを取り除き、洗油（白灯
　　油）で洗い、本体に確実に締め付けてくださ
　　い。

燃料コックレバー

閉 燃料ろ過カップ
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　６．点検・整備について

32 33



　６．点検・整備について

刈刃 35902-G14-004
ロックナット 91231-1271311 左ネジ
刈刃締付ナット 91231-1271211 左ネジ
バネザガネ 91254-12012 左ネジ用

２. 刈取、搬送作業部駆動ベルトがスリップする
　ときは、刈取クラッチレバーを「入」位置にし
　たときにスプリング巻き部分の長さが３６～
　３８ｍｍになるように調節ナットで調節します。
　  走行ミッション駆動ベルトがスリップすると
　きは、走行クラッチレバーを「入」位置にした
　ときにスプリング巻き部分の長さが３７～３９
　ｍｍになるように調節ナットで調節します。
３. 調節後ベルトカバー後、ベルトカバー下を取
　り付けボルト（各３本）でしっかりと締め付け
　ます。　
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　６．点検・整備について

１０．搬送ベルト・搬送ベルト駆動用ローラ
　　　チェンの張り出し

搬送ベルト

前（機体進行方向）

・搬送ベルトの張り出し
１）フロントプーリブラケットを固定しているボルト
　　を緩めます。（長穴部　２ヶ所）
２）フロントプーリブラケットを矢印方向に動かし、
　　張り出します。
３）ボルトを締めます。

搬送ベルト

搬送ベルト駆動用ローラチェン

リヤプーリブラケット
長穴

！
搬送ベルト駆動用ローラチェンを張り出すときは、
必ずフロントプーリブラケットを固定しているボル
トを緩めて行ってください。

注意

フロントプーリブラケット長穴

・搬送ベルト駆動用ローラチェンの張り出し

１）フロントプーリブラケットを固定しているボルト
　　を緩めます。（長穴部　２ヶ所）
２）リヤプーリブラケットを固定しているボルトを緩
　　めます。（長穴部　２ヶ所）
３）リヤプーリブラケットを矢印方向へ動かし、張り
　　出します。
４）リヤプーリブラケットを固定しているボルトを締
　　めます。
５）搬送ベルトの張りを調節し、フロントプーリブラ
　　ケットを固定しているボルトを締めます。
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　６．点検・整備について

１１．ローラチェンへの注油

１２．燃料の抜き取り
１ヶ月以上、エンジンを使用しない場合は、燃料
の変質による始動不良または運転不調にならない
ように、次の手順で燃料を抜き、湿気の少ないと
ころに保管してください。

・燃料タンクの燃料は、燃料ろ過カップを外し、
   受皿等を当ててから燃料コックレバーを「開」
   位置にして抜いてください。
・キャブレター内の燃料はドレンネジを緩めて
   燃料を抜いてください。

１）注油のしかた
　１．取り付けボルトをゆるめ搬送部カバーを外し
　　　ます。（左右各４本）
　２．ローラチェンへ適量注油します。
　３．搬送部カバーを取り付けボルトでしっかりと
　　　締め付けます。

●推奨オイル
　工業用潤滑油　ＩＳＯ　ＶＧ　６８

ドレンネジ

燃料ろ過カップ

燃料コックレバー
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型式名 Ｍ１－ＧＭ項目

寸法

全長　　　　　　　　  ｍｍ ２１００

全幅　　　　　　　　  ｍｍ １３８５

全高　　　　　　　　  ｍｍ １２２０
装備重量 　　　　　　　　　　  ｋｇ １８０

エンジン

名称 ＧＢ１３１

形式 空冷４ストローク傾斜形横軸 ＯＨＶガソリンエンジン

総排気量　　　　　  mL(cc) １２６

定格出力　　　kW(PS)/rpm ２．３（３．１）／１８００

オイル容量　　　  リットル ０．５

使用燃料 自動車用無鉛ガソリン

燃料タンク容量　  リットル ２．５

走行部

形式 車輪（ゴムラグタイヤ）

輪距　　　　　　　　  ｍｍ ６４０、７００、７６０（３段組替式）

変速段数　　　　　　　  段 前進２、後進１

車速

１速　　  m/s ０．６０

２速　　  m/s ０．９７

Ｒ速　　  m/s ０．３６
前処理部 形式 デバイダー式

切断部
形式 回転刃（チップソー）

刈高範囲　　　　　　  ｍｍ －５０～１８０

搬送部
形式 右後方搬送式

形状材質 突起付ゴムベルト

集束部
形式 バケット開閉式

放出方向 機体右後方
装備関係 作業灯　　　　　　　  個数 １

　７．主要諸元

主要諸元は製品改良のため予告なく変更する場合があります。ご了承下さい。
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部品番号 部品名 個数 備考

３５９０５－Ｇ２６－０００ デバイダーカバー ２

３５９１４－Ｇ１９－０００ 刈刃カバー（１２インチ １

９１９０６－Ｇ２１－０００ 取扱説明書（Ｍ１－ＧＭ） １ 本冊子

製品保証書、安全確認カード １

ＫＮ０１０１７ＡＡ ツールセット １ 点火プラグ用

本機には次のような部品が付属していますので、お買い求めの際お調べ下さい。
標準付属品

本機の主要消耗部品

　８．標準付属品および主要消耗部品

部品番号 部品名 備考

３５９０２－Ｇ１４－００４ 刈刃 １２インチ

３９１００－Ｇ２１－００１ 搬送ベルトＬ 搬送部左側

３９２００－Ｇ２１－００１ 搬送ベルトＲ 搬送部右側

９１６５１－０２０９０３７ Ｖベルト　ＬＢ３７ 走行ミッション駆動

９１６５１－０２０９０５０ Ｖベルト　ＬＢ５０ 刈取搬送作業部駆動

ＫＥ４１０２２ＡＤ スパークプラグ 点火プラグ、ＢＰ６ＨＳ
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　９．配線図

Ｍ１－ＧＭ

38 39




	安全に作業をするために
	サービスと保証について
	1.警告ラベルの貼付位置
	2.各部の名称と取扱い要領
	3.運転前の準備・点検
	4.エンジンの始動・停止のしかた
	5.運転の操作のしかた
	6.点検・整備について
	7.主要諸元
	8.標準付属品および主要消耗部品
	9.配線図



